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「かすみ草の村」を宣言
　4月 3日、村長は年度初めの庁員会で「かすみ草の村」を宣言しました。令和元年には昭和村・柳津町・
三島町・金山町の生産者と、ＪＡ、行政が一体となって昭和かすみ草振興協議会を立ち上げ、この４町
村による『昭和かすみ草』の販売額が、昨年度に過去最高の 6億円を突破したところです。
　今後もカスミソウ栽培の担い手を確保し供給体制の維持に努め、村内外における需要を喚起すること
に加え、新規就農者による移住・定住を促進するとともに、10年後も 20年後も昭和かすみ草のように
美しく、活気が溢れた昭和村を築いていくことを目指し、産地としてのさらなる躍進を図ります。
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村のデキゴト
Topics

入学・入所

おめでとう

昭和小学校　入学式

昭和村保育所　入所式 昭和中学校　入学式

　

昭
和
駐
在
所
に
、
清
野
晃

平
巡
査
部
長
が
4
月
に
着
任

し
ま
し
た
。

　

清
野
巡
査
部
長
は
、
南
相

馬
市
生
ま
れ
で
、
前
任
は
双

葉
警
察
署
浪
江
分
庁
舎
で
地

域
係
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
は
、
奥
様
と
小
学

1
年
生
に
な
る
娘
さ
ん
と
、

1
歳
10
ヶ
月
に
な
る
娘
さ
ん

の
４
人
で
す
。

　

昭
和
村
で
の
楽
し
み
な
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
会
津

地
方
の
四
季
折
々
の
自
然
を

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
春
は
、
山
菜
。
夏
は
虫

取
り
や
、
秋
は
き
の
こ
。
冬

は
雪
遊
び
な
ど
、
食
も
遊
び

も
全
部
満
喫
し
た
い
。」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
在
所
勤
務
も
初

め
て
と
の
こ
と
で
「
村
に
一

人
の
警
察
官
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
毎
日
緊
張
し
て
い
ま

す
が
、
早
く
村
民
の
皆
様
に

顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
頼

ら
れ
る
警
察
官
に
な
り
た

い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
駐
在
所
に
清せ
い
の野
巡
査
部
長

　

4
月
6
日
に
、
昭
和
小
学
校
と

中
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
2
名
の
児
童
、
3
名
の

生
徒
が
新
た
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
5
日
に
は
、
保
育

所
の
入
所
式
が
行
わ
れ
3
名
の
お

子
さ
ん
が
入
所
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
新
た
な
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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Topics
村のデキゴト

　

４
月
か
ら
昭
和
村
役
場
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
古
川
敏

で
す
。

　

私
は
、
郡
山
市
の
出
身
で
、

平
成 

14
年
に
福
島
県
に
入

庁
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

県
立
医
大
や
保
健
福
祉
部
、

企
画
調
整
部
な
ど
で
、
会
津

医
療
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

や
浜
通
り
の
産
業
の
復
興
を

目
指
す
「
福
島
イ
ノ
ベ
構
想
」

の
取
組
な
ど
、
様
々
な
方
々

と
連
携
し
て
取
り
組
む
業
務

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
津
地
方
に
住
む
の
は
初

め
て
で
す
が
、
美
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
や

古
く
か
ら
続
く
伝
統
を
持
つ

か
ら
む
し
織
、
日
本
一
の
か

す
み
草
栽
培
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
昭
和

村
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
と
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

村
内
を
巡
り
、
村
の
魅
力

を
実
際
に
感
じ
な
が
ら
、
昭

和
村
を
様
々
な
方
々
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

色
々
な
お
話
を
聴
か
せ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

村
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
略
歴
】

保
健
福
祉
部　

保
健
福
祉
総
務
課　

主
査

企
画
調
整
部　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
課　

主
任
主
査

土
木
部　

土
木
総
務
課　

主
任
主
査

副
村
長　

古ふ
る
か
わ川　

敏さ
と
し

（
45
歳
）

副
村
長
に
古
川
氏
が
就
任

新
規
採
用
職
員
紹
介

産
業
建
設
課　

建
設
係

主
事 

渡わ
た
な
べ部　

駿
し
ゅ
ん (

20
歳)

産
業
建
設
課　

産
業
係

主
事 

栗く
り
き城　

拓た
く
み弥 (

24
歳)

　

4
月
1
日
よ
り
、
昭
和
村

産
業
建
設
課
建
設
係
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
渡
部
駿
と
申

し
ま
す
。
昭
和
村
と
同
じ
く
ら

い
自
然
が
豊
か
な
只
見
町
か

ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度

ご
縁
が
あ
り
、
昭
和
村
役
場
で

働
か
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
社
会
人
１
年
目
の
た

め
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
至

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
1
日
で
も
早
く

昭
和
村
の
生
活
に
慣
れ
、
村
民

の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
よ
り
、
産
業
建

設
課
産
業
係
へ
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
村
の
下
中
津

川
出
身
で
す
。
高
校
、
大
学

と
村
外
に
出
て
、
大
学
卒
業

後
に
昭
和
村
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
去
年
ま
で
、
総
務
課

企
画
創
生
係
で
会
計
年
度
任

用
職
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
年
度
か
ら
新
採
用
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
鳥
獣

関
係
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
な
ど
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
1

日
も
早
く
お
力
に
な
れ
る
よ

う
、
日
々
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
12
日
、
滝
谷
建
設
工

業
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

社
長　

田
中
智
仁
・
三
島
町
）

様
よ
り
、
金
3
百
万
円
の
ご

寄
附
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化

事
業
や
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
や
村
の
抱
え
る
課
題

解
決
な
ど
村
政
振
興
の
た
め

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 ご

寄
附
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公民館日誌

○少年教室「開講式」　4月22日
　公民館で令和 5 年度少年教室開講式を行いまし
た。式終了後は、白河市で体験学習を行いました。
　福島県文化財センター白河館まほろんでは、昔
の暮らしの様子や原寸大で復元された古代住居な
どの見学を通して、文化財について楽しく学びま
した。また普段は入れないバックヤードの収蔵庫
も見学し貴重な体験が出来ました。小峰城歴史館
で大迫力の 3 面の VR シアターで小峰城の歴史を体感した後は、小峰城の中に入り一番
上の三重櫓に登り、足がすくむ高さにドキドキしながら白河の町並みを眺めました。

〇千歳学級「開級式」　4月13日

　公民館で令和５年度千歳学級開級式を行いまし
た。式終了後は、春の移動学習会として会津若松
市を訪れ、日本の伝統美を堪能しました。
　会津稽古堂で開催中の第 40 回日本伝統漆芸展、
会津漆器産業展では、会津塗技術保存会の須藤会
長に、作品に施された技法を説明していただきな
がら、素晴らしい作品の数々を鑑賞しました。ま
た、御薬園では、品格漂う木々や季節の草花を眺めながら自然豊かな庭園を散策しまし
た。

ふるさと納税 ーご寄附いただいた皆様ありがとうございますー

令和 5 年 3 月 21 日　～　令和 5 年 4 月 20 日まで
【寄附件数】　5 件　　【寄附金額】　7 万円

ご寄附は地域の活性化事業や保健・医療・福祉の充実等村の抱える
課題解決に活用させていただきます。
ご寄附いただきありがとうございました。

水生生物調査に必要な教材を提供します！
　福島県環境創造センターでは、身近な河川等での水生生物による水質
調査を通じて、水環境に親しんでもらうため、毎年せせらぎスクール推
進事業を実施しています。市民団体等に参加を呼び掛け、申込いただい
た団体等に対し水生生物調査に必要な資材を無償で提供しています。詳
細はホームページをご覧ください。

【お問い合わせ】　福島県環境創造センター総務企画部企画課　☎ 0247-61-6129
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reading
読みもの

か
ら
む
し
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析

　
近
世
江
戸
時
代
、
日
本
最

大
の
か
ら
む
し
産
地
で
あ
っ

た
最
上
苧
（
も
が
み
そ
）
の

中
心
産
地
、
山
形
県
大
江
町

で
、「
大
江
町
青
苧
遺
伝
子
調

査
成
果
報
告
会
」
が
3
月
29

日
午
後
に
開
催
さ
れ
、
参
加

し
た
。
山
形
県
内
で
は
「
あ

お
そ
」
と
か
ら
む
し
の
こ
と

を
発
話
す
る
。
カ
ラ
ム
シ
Ｂ

ｏ
ｅ
ｈ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ　
ｎ
ｉ

ｖ
ｅ
ａ
と
い
う
植
物
か
ら
製

繊
さ
れ
た
テ
ー
プ
状
の
繊
維

原
料
商
品
名
を
「
青
苧
（
あ

お
そ
）」
と
呼
び
、昭
和
村
は

商
品
繊
維
そ
の
も
の
も
か
ら

む
し
と
よ
ぶ
。
宮
古
島
等
の

沖
縄
で
は
「
ぶ
ー
」
と
呼
ぶ
。

　
昭
和
村
の
か
ら
む
し
生
産

は
最
上
苧
・
米
沢
苧
に
続
き
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
開
始

さ
れ
た
最
後
発
の
産
地
で
あ

る
。
か
つ
て
広
告
代
理
店
が

６
０
０
年
前
の
室
町
時
代
か

ら
か
ら
む
し
栽
培
・
生
産
を

し
た
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
う

し
た
新
し
く
作
ら
れ
た
創
作

記
録
を
鵜
呑
み
に
し
て
き
た

経
緯
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を

示
す
史
料
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
昭
和
村
・
福
島
県
内
に
残

る
史
料
か
ら
は
、昭
和
村（
野

尻
組
）
で
か
ら
む
し
栽
培
が

は
じ
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代

中
期
以
降
と
い
う
の
が
定
説

に
な
っ
て
い
る
（
拙
著
『
別

冊
会
津
学
１
暮
ら
し
と
繊

維
植
物
』
奥
会
津
書
房
刊
・

２
０
１
８
年
、
か
ら
む
し
工

芸
博
物
館
『
文
字
に
み
る
か

ら
む
し
と
麻
』
２
０
１
５
年

刊
）。江
戸
時
代
の
会
津
藩
等

の
史
料
で
は
、
保
科
正
之
が

藩
主
時
代
に
前
任
地
の
山
形

か
ら
か
ら
む
し
根
を
購
入
し

て
会
津
各
地
に
植
え
た
と
い

う
史
料
が
『
家
世
実
紀
』
に

存
在
す
る
。

　
さ
て
、
山
形
大
学
農
学
部

の
准
教
授
・
笹
沼
恒
男
先
生

に
、
大
江
町
が
費
用
負
担
を

し
て
依
頼
し
た
「
青
苧
遺
伝

子
調
査
」
の
結
果
は
、
最
上

苧
の
大
江
町
と
昭
和
村
を
含

む
会
津
各
地
に
残
る
カ
ラ
ム

シ
の
分
析
結
果
は
、
山
形
県

内
産
の
カ
ラ
ム
シ
→
会
津
産

（
昭
和
村
含
む
）
の
カ
ラ
ム

シ
と
い
う
系
統
樹
と
な
っ
た
。

遺
伝
の
多
様
性
は
大
江
町
内

が
高
く
（
原
産
地
の
特
徴
）、

会
津
産
カ
ラ
ム
シ
は
ひ
と
つ

の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
山
都
町
堰
沢

の
谷
野
又
右
衛
門
家
近
く
の

カ
ラ
ム
シ
も
最
上
の
遺
伝
子

で
あ
っ
た
。

　
宮
古
島
等
は
台
湾
産
に
遺

伝
的
に
近
い
こ
と
も
わ
か
っ

た
。

　
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
の

外
庭
に
あ
る
「
世
界
の
苧
麻

園
」
に
あ
る
海
外
産
カ
ラ
ム

シ
の
遺
伝
調
査
も
同
時
に

行
っ
て
い
た
だ
い
た
結
果
で

あ
る
。

　
こ
の
調
査
で
気
に
な
っ
た

の
は
、大
江
町
小
釿（
コ
ジ
ュ

ウ
ナ
）
地
区
の
遺
伝
的
多
様

性
が
高
く
、
そ
れ
以
外
の
名

産
を
産
出
し
た
七
軒
苧
等
と

大
江
町
内
の
カ
ラ
ム
シ
は
遺

伝
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ

う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
風

を
除
け
る
地
形
環
境
に
よ
る

も
の
か
、
新
た
な
課
題
が
出

て
い
る
。
さ
て
な
ぜ
小
釿
地

区
に
多
く
の
遺
伝
的
多
様
性
、

つ
ま
り
そ
こ
か
ら
最
上
苧
の

栽
培
が
は
じ
ま
っ
た
と
も
推

察
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
理

由
は
出
羽
三
山
、
特
に
湯
殿

山
参
詣
の
ル
ー
ト
（
つ
ま
り

宿
駅
等
）
が
関
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
と
予
察
し

て
い
る
。
会
津
各
地
に
現
存

す
る
湯
殿
山
供
養
塔
は
、
昭

和
村
を
含
む
民
衆
が
最
上
苧

の
本
場
に
行
く
た
め
の
参
詣

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て

い
る
。
一
方
明
治
時
代
に
ア

サ
が
産
業
の
主
体
と
な
る
と

そ
の
本
場
の
栃
木
県
鹿
沼
地

方
に
行
く
た
め
の
「
古
峯
社

（
こ
ぶ
が
は
ら
）
参
り
」
に
、

行
き
先
が
転
換
す
る
。

　
伊
勢
参
り
等
も
、
す
べ
て

物
見
遊
山
と
い
う
型
式
を
借

り
た
産
業
調
査
・
種
子
等
の

入
手
紀
行
で
あ
っ
た
こ
と
は

多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
金
比

羅
参
り
は
染
め
の
藍（
ア
イ
）

の
種
実
の
入
手
、
藍
建
て
技

法
の
盗
用
等
の
目
的
も
あ
っ

た
た
め
だ
。

　
藍
の
種
実
は
、
ほ
う
ろ
く

で
煎
ら
れ
加
熱
後
に
販
売
さ

れ
た
か
ら
、帰
郷
後
、タ
ネ
を

蒔
い
て
も
芽
を
出
さ
な
か
っ

た
。
畑
か
ら
盗
用
さ
れ
る
よ

り
も
金
比
羅
の
門
前
で
販
売

し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
か
ら

だ
。
南
会
津
町
の
奥
会
津
博

物
館
で
は
、
藍
染
め
を
行
っ

た
江
戸
時
代
の
田
島
町
内
藍

染
め
屋
の
大
福
帳
記
録
の
解

析
を
行
っ
て
い
る
が
、
町
内

を
含
む
会
津
各
地
で
ア
イ
は

栽
培
さ
れ
乾
燥
し
た
葉
の
流

通
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

【
連
載
】

菅
家
　
博
昭
（
大
岐
）

昭
和
村
の
歴
史
と
文
化　
～
第
5
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

松
尾　

悠
亮

昭
和
村
医
学
史
料
の
紹
介

下
中
津
川
医
師
本
名
俊

甫
に
つ
い
て
②

　
前
回
に
引
き
続
き
幕
末
・

明
治
時
代
、
下
中
津
川
で
活

躍
し
た
医
師
本
名
俊
甫
に
関

す
る
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
本
名
俊
甫
墓
誌
稿
「
良

医
名
誉
之
石イ
シ
フ
ミ碑
」（
画
像
１
、

個
人
蔵
）：
石
碑
を
立
て
る

際
の
寄
付
金
募
集
…
①

　
本
名
俊
甫
翁
、
本
年
八
十

余
旬
ノ
高
齢
ヲ
重
ヌ
ト
雖
ト

モ
、
身
体
殊
ニ
安
健
無
事
ニ

シ
テ
流
石
老
練
ノ
良
医
ナ

リ
。
而し
こ
うシ

テ
病
家
診
察
ヲ
乞こ

う

ト
キ
ハ
直す

ぐ

ニ
応
シ
、
歩
行

ス
ル
コ
ト
宛あ
た
か

モ
壮
者
ノ
如

ク
、
固
ヨ
リ
廉
直
律
儀
ニ
シ

テ
驕
奢
ヲ
避
ケ
、
未い
ま

タ
曽か

つ

テ

一
点
ノ
失
策
ナ
ク
、
斯か
く

長
寿

ヲ
保
有
ス
ル
コ
ト
豈
ニ
欣
然

ノ
至
リ
、
誠
ニ
衆
庶
ノ
欲
ス

ル
所
也
。
依
テ
不
肖
、
聊
カ

微
哀
ヲ
吐
露
シ
テ
以
テ
尊
翁

ニ
報
セ
ン
コ
ト
ヲ
伏
テ
惟お
も

フ
。

冀ね
が
はク
ハ
当
地
有
志
諸
君
ト
伴

ニ
多
少
ヲ
論
セ
ス
応
分
ノ
義

捐
ヲ
以
テ
尊
翁
ノ
石
碑
料
ヲ

募
リ
、
一
際
著
シ
ク
裏
面
ニ

左
ノ
碑
文
ヲ
彫
刻
シ
テ
名
誉

ヲ
永
世
ニ
上
表
セ
ン
ト
欲
ス
。

宜よ
ろ

シ
ク
洞
察
、
賛
成
ヲ
希
望

ス
ル
コ
ト
尓し
か
リ
。

　
医
師
本
名
俊
甫
に
つ
い
て
、

80
歳
を
過
ぎ
て
も
健
康
で
あ

り
、さ
す
が「
老
練
ノ
良
医
」

で
あ
る
と
称
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
誰
が
募
っ
た
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
尊
翁
（
俊

甫
）
の
功
績
に
報
い
る
た

め
、石
碑
料
の
寄
付（
義
捐
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
は
、

そ
の
碑
文
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。

２
．
本
名
俊
甫
墓
誌
稿
「
良

医
名
誉
之
石
碑
」：
良
医
本

名
俊
甫
の
事
績
…
②

　
山
ノ
内
苗
裔
、
本
名
伯
耆

始
メ
テ
本
名
氏
ノ
祖
先
タ

リ
。
天
正
四
年
二
月
四
日
卒

ス
。
法
名
ハ
陽
現
院
殿
常
照

夢
道
居
士
、
十
五
代
ノ
後
胤

本
名
俊
之
助
修
道
、
享
和

二
年
戌
年
十
月
廿２

六６

日
誕
生
。

盛
年
ニ
シ
テ
聴
敏
、
村
名
主

ト
為
リ
勤
続
ス
ル
コ
ト
四
十

年
、
将は

タ
当
組
惣
代
タ
ル
コ

ト
十
三
年
、
大
谷
組
間
方
村

名
主
十
二
年
、
同
組
総
代
九

年
、
在
勤
中
、
席
昇
進
及
賞

与
ヲ
蒙
リ
凡
お
よ
そ

十
八
度
。
無
病

ニ
シ
テ
身
体
健
康
ナ
リ
。
性
、

端
正
寛
仁
ニ
シ
テ
能
ク
衆
庶

ヲ
説
示
シ
、
普
あ
ま
ね
くク

習
字
読
書

ニ
心
ヲ
委
ネ
、
加
し
か
の
み
な
ら
ず之

医
道

ニ
志
シ
、
師
ニ
就
テ
卒
業
シ

数
年
経
験
ヲ
積
メ
リ
。
偶
た
ま
た
ま

奇
術
ア
リ
。
患
者
ヲ
診
察
ス

ル
コ
ト
殆ほ
と

ン
ト
七
十
有
余
年
。

頗す
こ
ぶル
老
練
ノ
良
医
タ
リ
。
旧

会
津
公
御
預
リ
ノ
節
、
郡
こ
お
り

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

樋
口
源
治
氏
勤
中
、
医

学
校
エ
願
済
、
医
術
開
業
名

ヲ
俊
甫
ト
改
ム
。
維
新
ノ
後
、

明
治
十
七
年
八
月
廿２

五５

日
、

内
務
卿
ヨ
リ
医
術
開
業
免
状

ヲ
拝
受
ス
。
内
熟
習
字
読
書

ノ
門
弟
十
名
ア
リ
。
真
ニ
稀

世
ノ
逸
国
午
ト
云
フ
ベ
キ
ナ

リ
。

　
俊
甫
の
40
年
に
わ
た
る
村

名
主
と
し
て
の
活
動
や
70
年

以
上
の
医
者
と
し
て
の
活
動

が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
碑
文
が
彫
ら
れ
た
墓
は
現

在
も
下
中
津
川
に
残
っ
て
い

ま
す
。〈
続
〉

画
像
１ 

良
医
名
誉
之
石
碑

（
個
人
蔵
）

　

寄
付
金
募
集
の
告
知
（
①
）

と
墓
誌
の
草
稿
（
②
）
が
一
つ

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

画
像
２　

書
状
（
か
ら
む
し

工
芸
博
物
館
所
蔵
、
菅
家
和

孝
家
文
書
）

　

洒
井
角
平
か
ら
（
下
中
津

川
）
下
坪
世
話
方
菅
家
順
平

ほ
か
２
名
宛
。
本
名
俊
甫
老

の
石
碑
建
立
の
こ
と
で
今
夕

相
談
し
た
い
と
の
内
容
。

画
像
２

画
像
１

vol.42
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Hello residents of Showa Mura,
This month my parents are travelling to Japan to visit.
It has nearly been three years since I have seen them, I am excited to show them Japan. Let 
me tell you about my family this month.
My father was born in the north of France and moved to South Africa when he was young. 
His name is Yannick, I was named after him. For his job he helps farmers grow corn in New 
Zealand. He likes history and sailing. He is very curious about rice planting and growing 
Gypsophila.
My mother was born in South Africa. Her name is Hannelise. She is a programmer and enjoys 
studying languages. She is currently learning Japanese. She likes animals and crochet. She is 
very interested in Showa’s history with weaving and would love to visit the craft museum.
I have one older brother called Izold. He is very tall and very kind. He likes working with cars 
and enjoys heavy metal music.
My parents are excited to see Showa, they love hearing stories about living here. My parents 
love the countryside and are curious about rural Japan.
We speak several languages in my family including French, Afrikaans, English, and two 
languages from Africa.
My parents will be in Japan until the 10th of May. Please say hello if you see them!
Let’s convince my father to learn Japanese!
Until next time.~ Annick

#28

外国語指導助手
アンニック先生

両親の来村

皆
さ
ん
の
声
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
村
民
の
皆
様
が
時

間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
自
由
に
提
案
・
提
言
を
行

え
る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、

「
皆
さ
ん
の
声
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
5
年
3
月
に
、
ご
提
案
・

ご
意
見
の
あ
っ
た
内
容
と
、
そ

の
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
事
業
に
つ
い
て

20
代
・
女
性

【
ご
提
案
内
容
】　

　

み
な
さ
ん
の
声
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
事
業
、
村
へ
の
意
見
を

誰
で
も
気
軽
に
提
案
で
き
る
の

で
、
と
て
も
い
い
事
業
だ
と
思

い
ま
す
。
広
報
に
は
年
代
、
性

別
、
村
内
外
の
み
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
村
内
に
住
ん
で
る

方
は
年
代
が
低
く
な
る
ほ
ど
人

数
が
少
な
く
、
だ
い
ぶ
特
定
さ

れ
や
す
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

同
年
代
の
方
が
同
じ
意
見
を

持
っ
て
い
る
と
共
感
で
き
る
の

は
利
点
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

ご
検
討
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

【
回
答
】

　

ご
提
案
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
頂

い
た
上
で
、
提
案
者
の
年
代
・

性
別
・
居
住
地
（
村
内
又
は
村

外
）
を
含
め
て
広
報
誌
に
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ

う
に
、
同
年
代
の
方
が
同
じ
意

見
を
持
っ
て
い
る
と
共
感
で
き

る
利
点
も
あ
れ
ば
、
提
案
者
が

特
定
さ
れ
や
す
い
と
い
う
難
点

も
あ
り
ま
す
の
で
、
提
案
者
の

情
報
を
ど
こ
ま
で
掲
載
す
る

か
、
匿
名
に
す
る
か
は
、
提
案

者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
に
沿
っ
た

形
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
引
き
続
き
村
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
提
案
・
ご
意
見

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
案
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
行
え
る
ほ
か
、
役
場
で
提

案
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ご
提
案
時
点
で
は
、
記
名
頂
き

ま
す
が
、
検
討
過
程
で
は
、
ど

な
た
か
ら
の
ご
提
案
か
を
秘
匿

し
た
状
態
で
行
い
ま
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

総
務
課　

企
画
創
生
係

　
　

 　

 

☎
４
２
・
７
７
１
７

01
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日本語訳｜アンニックが見た昭和村 #28

　今月、両親が日本に旅行に来ています。
　最後に両親に会ってから 3 年近く経ちますが、今回両親に日本をお見せできることを
とても楽しみにしています。 今月は私の家族についてお話しさせてください。
　父はフランス北部で生まれ、若い頃に南アフリカに移住しました。 父の名前はヤニッ
クです。私の名前は父にちなんで名付けられました。 彼の仕事はニュージーランドでト
ウモロコシ農家の栽培サポートをしています。趣味は歴史とセーリングです。また、田
植えやカスミソウの栽培に興味津々です。
　私の母は南アフリカで生まれました。彼女の名前はハンネリース。彼女はプログラマー
であり、言語の勉強を楽しんでいます。彼女は現在日本語を勉強しています。動物とか
ぎ針編みが好き。昭和の織物の歴史にとても興味があり、からむし工芸博物館にも行き
たいとのこと。
　私にはイゾルドという兄が一人います。 彼はとても背が高く、とても親切です。彼は
車を扱うのが好きで、ヘヴィ・メタルミュージックを楽しんでいます。
　両親は昭和村を見に来て、ここに住んでいる人の話を聞くことを楽しみにしています。 
私の両親は田舎が大好きで、日本の田舎に興味があります。
　私の家族では、フランス語、南アフリカ語、英語、アフリカの 2 つの言語など、いく
つかの言語を話します。
　私の両親は 5 月 10 日まで日本にいます。 見かけたらよろしくお願いします！
　父に日本語を学ぶよう説得してみます！
　次回まで。～アニック

　今回は、国のデジタル技術活用につい
てお話します。
　国では、デジタル田園都市国家構想と
いう「地域の豊かさを保ちながら、都市
と同じような魅力と利便性を持つ新しい
地域づくりを目指し、デジタル技術を活
用して新しいサービスや共助のビジネス
モデルを生み出し、地域に恩恵をもたら
すこと」を目的とする構想を進めています。
　言わずもがな、全国で顕在化している
社会課題をデジタル技術を活用して解決
しようというもので、村でもこの構想に
関わる交付金（補助金）の活用をしてい
ます。

　昨年度もこの補助金を活用させて頂い
ていますが、今年度はマイナンバーカー
ドの活用枠で全額国庫負担の事業の採択
を受けています。（福島県内で唯一の採択）
　4 月の議会臨時会で補正予算が可決さ
れ、「AI オンデマンド移動サービス」・「電
子図書館サービス」の 2 つの事業の構築
を実施します。いずれの事業も秋口を目
安にサービスインを予定しています。具
体的な内容については、順次ご案内いた
します。
　皆さんの暮らしを便利にするための、
マイナンバーカードやデジタル技術の活
用を推進していきます。

#09　デジタル田園都市国家構想
　村では、令和 4 年度から生活圏の屋外でのインターネット通信を無料で利用
できる「公共インフラ Wi-Fi」の整備を段階的に進めています。その普及にあたっ
て、Wi-Fi やデジタル技術について、隔月での連載を行っています。

【お問い合わせ】総務課　企画創生係　0241-42-7717
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自動車税種別割の納期限は 5 月 31 日です！

　自動車税種別割は、県民の皆様の福祉の増進、教育等に使われている大切な税金です。
納期限までに忘れずに納付してください。（発付日 5 月 8 日）
●注意点

　4 月 1 日現在の所有者（割賦販売による購入の場合は使用者）に課税されます。
　また、郵便局による「配達日数の繰り下げ」「土曜日の配達停止」等の影響により、
納税通知書がお手元に届くまで 10 日程度要する場合があります。

●納付の場所・方法
　最寄りの金融機関、コンビニエンスストアでの現金納付のほか、地方税お支払いサイ
ト（インターネット）を利用したクレジットカード等による納付、各種スマートフォン
決済アプリがご利用いただけます。
( 注 ) 地方税お支払いサイト、スマートフォン決済アプリによる納付の場合、領収書及
び納税証明書は発行されません。必要な方は県税部にお問い合わせください。なお、車
検時の納税確認については、運輸支局窓口において電子的に行えますので、納税証明書
の提示は省略できます。

●自動車税種別割の減免申請
　障害者手帳を所持している方のために使用する自動車で、一定の用件に該当する場
合は、申請により自動車税種別割が減免されます。（申請期限：6 月 30 日（金））
【お問い合わせ】福島県会津地方振興局県税部　課税第 2 課  ☎ 0242-29-5261

　

次
の
と
お
り
、
4
月
12
日

付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
退
職
】

渡
部　

暢
子

　

保
健
福
祉
課 

福
祉
係
主
査

　

広
報
し
ょ
う
わ
4
月
号
に

掲
載
の
『
昭
和
村
連
絡
員
（
区

長
）』
の
項
目
で
、
喰
丸
地
区

の
記
載
に
誤
植
が
あ
り
ま
し

た
。

【
正
】

8
〜
11
月　

齋
藤　

正
志

12
〜
3
月　

齋
藤　

利
夫

【
誤
】

8
〜
11
月　

齋
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2023 年度　国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職
員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
○受験資格
　１　令和 5 年 4 月 1 日において高校卒業後３年を経過していない者及び令和 6 年 3 月
　　までに高校を卒業する見込みの者
　２　人事院が１に掲げる者に準ずると認める者
○受験申込受付期間　令和５年６月 19 日（月）から６月 28 日（水）まで
○受験申込方法
　受験申込みはインターネット申込みとする。
　国家公務員試験採用情報 NAVI（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）
○第１次試験日　令和 5 年 9 月 3 日（日）
○試験に関する問合せ先
　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎ 022-263-1111　内線 3236
　　　　　　人事院東北事務局　☎ 022-221-2022



広報しょうわ｜2023.5

お知らせ
information

10

いったん山火事が発生すると、
火の回りが予想以上に速く、煙
に巻かれてしまうことがありま
す。無理して消そうとせず、速
やかに消防署に通報してくださ
い。

警察署からのお知らせ 昭和村内街頭犯罪等発生状況
（令和 5 年 3 月末時点）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗

空 き 巣

忍 び 込 み

事務所荒らし

出 店 荒 ら し

自 動 車 盗

オートバイ盗

自 転 車 盗

自販機ねらい

車 上 ね ら い

ひ っ た く り

部 品 ね ら い

強制わいせつ

街頭犯罪合計 0 0
その他刑法犯等 11 0
全 刑 法 犯 11 0

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 5 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

消防署からのお知らせ

来たれ、県警の新たな力 ! 警察官募集中 !!

山火事の多い季節になりました

2023 年 4 月 1 日から
　　福島県救急電話相談 が始まりました。
病院に行くか、救急車を呼ぶか迷ったら、
ご相談ください。

福島県救急電話相談に寄せられた相談は、医師、
看護師等が電話口で症状などを聞き取り、「緊
急性のある症状か」や「すぐに病院を受診する
必要性があるか」等を判断しアドバイスをもら
うことができます。

県内のプッシュ回線・携帯電話からは #7119
ダイヤル回線・IP 電話からは 024-524-3020

 警察官 A・B 受験資格・受付期間
警察官 A（大卒程度

第 2 回
警察官 B（高卒程度）

受 験 資 格平成 2 年 4 月 2 日以
降に生まれた方で、大
学を卒業した方また
は令和 6 年 3 月末ま
でに大学を卒業する
見込みの方

平成 2 年 4 月 2 日か
ら平成 18 年 4 月 1
日までに生まれた方
（左記の方を除く）

受 付 期 間 7 月 24 日 ( 月 )～ 8 月 18 日 ( 金 )
最終合格発表 11 月 30 日 ( 木 )
※警察官 A（大卒程度）第 1 回については、受付終了。
※警察官 A（大卒程度）採用試験においては紙媒体での受験案内

を配布しません。受験案内は県警採用案内 HP や県人事委員会
HP からダウンロード可能です。

※警察官 B 及び警察事務（高校卒程度）採用試験は従来通り、紙
媒体の受験案内の作成・配布があり、電子申請のほか郵送によ
る受験申し込みが可能です。

【お問い合わせ】 会津坂下警察署警務係 ☎ 0242-83-3451
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╋ 5・6 月の休日当番医 ╋

5月14日(日) 昭和村国保診療所

☎ 0241-57-2255 ( 昭和村 )

21日(日) 星医院

☎ 0242-83-2136 ( 会津坂下町 )

28日(日) 柳津国保診療所

☎ 0241-42-2334 ( 柳津町 )

6月4日(日) あかぎ内科消化器科医院

☎ 0242-83-0303 ( 会津坂下町 )

次回広報発行までの間の休日当番医を掲載
します。通院の参考にして下さい。

◆ ◆ ◆ 昭和村の人口◆ ◆ ◆
令和 5 年 4 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,131 人 (－ 6) 出 生 1 人

男 550 人 (－ 5) 死 亡 1 人

女 581 人 (－ 1) 転 入 14 人

世 帯 数 623 戸 (－ 6) 転 出 20 人

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 5 年 3 月 1 日～ 3 月 31 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す

鈴　木　　新 さん 98 歳 小中津川

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は
届出の際にお申し出下さい。

◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆

新型コロナウイルス感染症関連情報
・新型コロナウイルス感染症は感染症法の

5 類に位置づけられ、季節性インフルエ
ンザと同様に国が行動制限や規制をかけ
る感染症ではなくなりますが、ウイルス
が撲滅したわけではありません。

　今後も、様々な感染症の予防として、
手洗いや手指消毒等の基本的な感染予防
対策は、生活の習慣として継続していき
ましょう。
・これからは、人の移動や交流の機会も
増えてきます。発熱やのどの痛み、鼻水
や咳などのかぜ症状がある方は、医療機
関を受診しましょう。5 類であっても感
染症であることに違いはありませんので、
感染拡大防止のため、これまで同様かぜ
症状があることを事前に連絡してからの
受診にご協力ください。
・これまで村では、症状がなく不安があ
る方への無料 PCR 検査を実施してきま
したが、感染症法上の分類の変更により、
5 月 31 日をもって PCR 検査の無料実
施も終了することといたしました。今後、
人との交流や村外等への往来により、症
状がなくても不安がある方は、薬局で抗
原検査キットを購入し、感染の有無につ
いて確認することは可能です。症状があ
る方は医療機関を受診して、感染拡大防
止のために対応をお願いします。

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。

交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（4/26時点）

◆ ◆ ◆ 今 月 の 納 税 ◆ ◆ ◆

◎  上下水道使用料 1 期

〔納期限：令和 5 年 5 月 31 日〕



　気温が極端に高い日もあれば、辺りを真っ
白く埋め尽くす雪が降ったりする日もあり、
体調管理が難しい 4月でしたね。4月から新
しい環境に身を置かれた方は、新生活には慣
れましたか？
　年度末と、雪解けの忙しなさから段々と落
ち着きを取り戻し、例年より早い芽吹きの季
節を迎えましたが、花咲くよりも早く、雑草
は低温にも負けず伸び始めています。
　今年は、役場の事業も各課目白押しです。
雑草のように忙しさに負けることなく漏れな
くお伝えできればと思いますので、本年度も
よろしくお願いいたします。（こ）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を
お待ちしております。お気軽に下記まで
お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係
☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

　下中津川地区の女性の方々を中心に活動な

さっている、集いの場「いってみっ会」をご紹

介します。

　この会は今年の３月から活動を開始したばか

りですが、４月半ばには２回目を開催しました。

下平運動公園で満開の桜の下、総勢３０名あま

りの参加者があり、おしゃべりやニュースポー

ツ、手づくりのお花見弁当を楽しむ「お花見会」

を実施しました。

　青空の下、大勢でのお食事会は、心にも身体

にもステキな栄養になったことでしょう。

（生活支援コーディネーター：和泉朋子、小林さや香）

地域のしあわせづくり活動紹介「下中津川 いってみっ会」

昭和村からの
お知らせ

を受け取ろう!!

みんなで育てる、村LINE公式アカウント
お友達の数が、350人を超えました！たくさんのご登録ありがとうございます！

昭和村 昭和村
ID:＠showavill

LINE の「友だち追加」から、ID検索するかQRコードをスキャンしてください。
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